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２０２５全国登山研究集会 資料            大阪府連 教育遭難対策部

１．大阪府連の課題

・会員数の減少と高齢化   2021年：1059人→2023年：935人

・新人には教育を、ベテラン会員には登山年齢を伸ばし長く仲間でいてもらう

２．学校体系の改変

・初級登山学校の再建と、山の教室で専門教育を開始。兵庫とは筋トレ共催。

３．改善の効果

・山の教室：特定の内容に特化したスポット的な教育。

  入門編と応用編（上級編）があり、基礎を学んでステップアップ出来る仕組み。

府連や各会が、教育カリキュラムに取り入れて登山学校システムを構築できる。

・初級登山学校  

  特定の山岳会からの受講生が一定数来ており、会の中堅を構築しつつある

  修了生は翌年以降スタッフとしてサポート

・手話で学ぶ登山学校

  ハンディキャップを持った方々で運営し

  仲間作り、スキルアップを目指す。

年度 夏山受講生 冬山受講生
2022 ５人（3山岳会) ９人（５山岳会)
2023 ６人（3山岳会) ５人（４山岳会)
2024 ２人（１山岳会) ６人（４山岳会)
2025 ８人（５山岳会) 開校前




